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1 はじめに 

現在、日本の道路の総延長は 120 万㎞を超えて

おり、人々の移動や貨物輸送などに使用され日々

私たちの生活を支えている。国土交通省の調査に

よると、平成 27 年の貨物車の輸送量の 23％は都

道府県間、52％は地域ブロック間の輸送である。

そのため都道府県間やブロック間をつなぎ、短時

間で離れた地域に向かうことが出来る高速道路は

日本の貨物輸送の骨幹を支えており、高速道路を

用いた積載量の大きな貨物車による輸送が日本国

民の生活を支えるエッセンシャルワークとして、

物流ネットワークの基盤になっている。 

 しかしながら、日本には多くの活断層が存在

しており、2016年の熊本地震(M7.3)のような内陸

で活断層型の地震が発生した場合、高速道路では

地震の揺れによる被害だけではなく地表地震断層

がずれることによって断層付近の地面が変位する

といった被害が発生し、日本の物流ネットワーク、

ひいては私たちの生活に大きな影響が出ると考え

られる。そのため、内陸で活断層型の地震が発生

した際に大きな被害が出ると考えられる高速道路

と活断層が交差、または接近する箇所を調査し、

分布の特徴や特に危険な箇所を調査した。今後の

日本の地震災害対策に資するデータの提供を目指

し、本研究を実施した。 

 

2 高速道路について 

本研究では研究対象の高速道路は国土交通省に

よりナンバリングがされた道路とする。高速道路

ナンバリングは高速道路に路線番号を付すること

により、訪日外国人をはじめ、すべての利用者に

わかりやすい道案内の実現を目指すために導入さ

れた。対象路線は高規格幹線道路網（「高速自動車

国道」および「一般国道自動車専用道路」）と、こ

の道路網を補完して地域の高速道路ネットワーク

を形成する路線、高規格幹線道路網から主要な空

港・港湾、観光地へのアクセスとなる高速道路ネ

ットワークを形成する路線であり、首都高速道路

や阪神高速道路など独自にナンバリングが行われ

ていた都市高速道路は除外した。 

  

3 研究手法 

本研究では以下 5 つの調査を行った。なお、調

査にあたり(独)産業技術総合研究所発行の「活断

層データベース」、GoogleEarth、政府地震調査研

究推進本部のホームページ、高速道路資料室とい

うウェブサイトを利用した。 

  ① 活断層より 100m以内に位置する高速道

路をリストアップ 

  ② ①で確認した箇所全ての周辺の土地利用

(森、田畑、市街地、森および田畑、森および市街

地、田畑および市街地)の調査 

  ③ ①で確認した箇所のうち特筆すべき道路

の特徴(橋、トンネル、IC・JCT)がある場合の調査 

  ④ ①で確認した箇所全ての活断層の地震の

長期的な発生予測についてランク付け(30年以内

の地震発生率が 3％以内の場合 S、0.1～3％の場合

A、0.1％未満の場合 Z、過去の地震発生に関する

データが少なく地震発生率が不明の場合 X) 

  ⑤ ①で確認した箇所全ての高速道路の令和

2 年 12月 31日時点の開通後の経過年数



4 調査結果 

 

表 1  調査 1 から調査３の結果 

  

 



  

 表 2 調査４の結果 

ただし「活断層データベース」において発見された活断層の一部には主要活断層として地震本部で評価

がされていないものもあった。その場合の評価は『－』としている。 

 

  

表 3 調査 4 の結果 

  

 

 

また、調査を進める中で活断層と高速道路の近

接の仕方にパターンを確認し、中でも地震が発生

したときに被害が大きくなると考えられるものが

2 パターン確認できた。 

○パターン 1 活断層と高速道路が 3 ㎞以上並

行している箇所(計 22 か所) 

 

 

(神奈川県 平山－松田北断層帯と東名高速道路) 

 

 

 

 

○パターン 2  JCT と活断層が交差する箇所

(計 17 か所) 

 

 

 (京都府 有馬-高槻断層帯、京都西山断層帯

と大山崎 JCT) 

 

 

 

 

 



5 考察 

調査 1 より、活断層から 100m 以内に位置する高

速道路が計 548 か所確認できた。地域ブロックご

とに分布を比較すると、関西地方に比較的該当箇

所が多かった。関西地方は調査 2 より該当箇所の

周辺の土地利用が市街地であることが多く、建物

や高架橋の倒壊の可能性があるため相対的に危険

度が高い状態にあると言える。また、調査 4 より

地震調査研究推進本部による長期評価が S ランク

やAランクといった発生確率が比較的高い活断層

が関西地方には多く、高速道路に対する耐震工事

や発災時の対応をあらかじめ決定しておく必要が

あると考える。 

 調査 3 の結果、橋やトンネル、IC や JCT といっ

た特徴を 1 つでも持つ調査箇所は 268 か所あり、

調査 1 で確認できた箇所の約半数近くであった。

これらの構造物は高速道路に多用されるものであ

るが、地震による被害を受けた場合は復旧に時間

を要するものであり、迂回のために一般道への交

通集中などの影響も考えられる。 

 国土交通省によると今回の調査対象の高速道路

の多くが該当する高速自動車国道の供用延長は一

定して伸びているため、調査 5 の結果から近年は

高速道路と活断層が交差しないよう意識して新線

の建設がされていると考えられる。しかし調査 4

の結果 SもしくはAランクに分類された箇所のみ

で集計すると年代ごとの大きな変化は見られなく

なり、活断層の長期評価は考慮せずに路線を引い

ている可能性がある。 

 活断層と高速道路の近接の仕方にパターンのう

ち、活断層と高速道路が 3 ㎞以上並行している箇

所は 22 か所あり、滋賀県や兵庫県、愛媛県では複

数個所確認できた。中には活断層の断層運動によ

ってできた急崖である断層崖や撓曲で生じた斜面

である撓曲崖の崖上や崖下にぴったりと張り付く

ように路線が引かれている場合もあり、実際に地

震が発生した際に並行している区間全域で変位が

起き、長い区間で壊滅的な被害を受ける可能性や

土砂災害の可能性がある。 

 JCT と交わる箇所は 17 か所あった。JCT では立

体的に道路が交差しており複雑な構造をしている

ため高架橋が倒壊した場合は下を走る道路にも被

害を拡大し復旧には時間には相当の期間を要する。

また、複数の路線が交わっているため JCT が通行

止めになると様々な方面への行き来が制限される

ことになり、地震が起きた地域以外への物流など

の面で被害が出ることが推測できる。 

 

6 まとめ 

本研究では活断層直上の高速道路について該当

箇所、周辺の土地利用、該当箇所の特徴、活断層

の長期評価、高速道路の開通からの経過年数の 5

つの調査を行った。また、調査を行う中で活断層

と高速道路の危険な近接パターンを 2つ確認でき

た。このパターンに当てはまる中でも長期評価が

高いうえ巨大な断層崖と接する箇所や大規模かつ

大都市に近い JCT など早急に対応が必要な箇所も

あった。 

高速道路にも大きな被害を及ぼした兵庫県南部

地震(M7.3)では高速道路の不通による迂回路の渋

滞や通行規制箇所の把握の難航などが発生した。

本研究のように危険な箇所をあらかじめ把握し代

替路の設定や耐震工事の徹底など平時の備えをす

ることが何よりも防災・減災に繋がると考えられ

る。 
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